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所在地 …
　北海道…小樽市
活動主体及び連絡先
　小樽雪あかりの路実行委員会
　（小樽市産業港湾部観光振興室）
　（0134-32-4111( 内線 267)）
　http://yukiakarinomichi.org/
 対象となる社会資本 …
　小樽運河、手宮線跡地
※管理者：小樽市

　「メイドインオタル」の地域資源活用に拘ったこ
とにより郷土愛の醸成に繋がり、小さな子供から学
生、高等支援学校の生徒、お年寄りまで多くの地域
住民が参加するイベントになりました。
　また、ボランティア約 2,000 人のうち約 600 人の
外国人の方々が、自国で小樽の魅力を自主的に発信す
ることで、更なる小樽の国際観光都市化にも繋がって
います。その成果もあり２月の外国人宿泊客数は、イ
ベント開始前の平成10年には100人程度だったのが、
平成 30 年には約 28,000 人にまで増加しています。

受賞者
小樽雪あかりの路実行委員会

実行委員長　西條 文雪
コメント

　この度の受賞は、歴史的遺産を保存し、 このイ
ベントを考案した先人達の先見の明と、多くのボ
ランティアの努力の賜物です。21 回目の開催に向
けて弾みがつきましたので、これまで以上に来場
者に感動していただけるイベントを目指します。

活動の内容
・イベント「小樽雪あかりの路」の開催
・雪解け季節の社会資本の清掃活動
・公式ホームページやフェイスブック等による一

年を通した情報発信
・年間を通じた実行委員会３回、検討委員会約　

15 回等のイベントの企画、運営
・近隣市町との共同ポスター制作等の連携活動

活動の経緯
平成 10 年 雪あかりの路実行委員会設立
平成 11 年 第１回「小樽雪あかりの路」開催
平成 16 年 手づくり郷土賞（一般部門）受賞
平成 18 年 ふるさとイベント大賞（財団法人地

域活性化センター主催）大賞受賞
平成 30 年 20 周年記念誌発行

社会資本の概要1

取組の背景、取組概要と創意・工夫2
　小樽運河が現在の姿に整備されて以降、小樽市は
日本有数の観光都市となり多くの観光客が訪れてい
ましたが、季節の変動が大きく冬期の観光客が少な
い状況でした。また、通過型観光が主流で宿泊客も
少なく地域への経済効果が十分に得られていません
でした。そのため、運河や手宮線跡地等の小樽の代
表的な歴史的遺産を活用して冬の夜間を魅力的にし
経済の活性化に繋げたいと考え、毎年２月に 10 日
間の「小樽雪あかりの路」を開催しています。豪雪
地帯ならではの白く美しい雪でオブジェを作り、ろ

うそくのあかりのみを灯して冬の夜を演出するイベ
ントで、小樽運河や手宮線跡地を始め、市内全体が
延べ 12 万本ものろうそくのあかりで彩られます。
ろうそくや小樽運河に浮かべるガラスの浮き玉は小
樽産を使用し、できるだけ地域資源を活用します。
また、オブジェを作るのもろうそくを灯すのも、延
べ 2,000 人を超えるボランティアの人々が全て手
作業で行います。人の手を掛けることに拘ることで、
来てくださるお客様との心と心の交流を大切にして
います。

　小樽運河は、艀を接岸し運搬作業を効率的に行う
ため、大正 12 年に完成した水路です。戦後、港の埠
頭岸壁整備によりその使命を終えましたが、埋立を巡
る論争の末に、昭和 61年に現在の姿に生まれ変わり
ました。また、手宮線（旧国鉄手宮線）跡地は、幌内
鉄道の一部として明治 13 年に開通した北海道で最初

の鉄道で、昭和 60 年の廃線後、線路や遮断機などを
残し、散策路として整備されました。小樽運河や手宮
線跡地をはじめとする歴史的遺産は、今や小樽を代表
する観光スポットとなっており、「小樽雪あかりの路」
は、こうした市民の手により守られてきた遺産をメイ
ン会場として開催しています。

　前回受賞（平成 16 年）時と比べ、来場者やボ
ランティア数が増加し、特に海外ボランティアは
韓国人約 280 人だったのが約 500 人、中国人が
約 100 人と人数だけでなく参加国も増えています。
また、来場者との交流を図るバックヤードツアーや
スタンプラリー、関連企画として音楽コンサート開
催等、幅広く活動が発展しています。

前回受賞時からの
活動の発展内容
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多数参加する海外ボランティアメイドインオタルの
浮き玉キャンドル

小さな子供も
雪あかりに夢中

工夫を凝らしたオブジェの一つあかりを灯すボランティア「雪あかりの路」小樽運河会場

人気の観光スポット小樽運河 憩いの散策路でもある手宮線跡地

北海道小樽市
小樽雪あかりの路実行委員会／小樽市

小樽雪あかりの路
大賞部門
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小樽運河会場

手宮線会場
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